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• 育成すべき資質 ･ 能力を踏まえた、新たな教科 ･
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図 4　初任者研修後約 10 年間における研修の内容として、校長として、重点を置きたい項目（2項目選択）4）
◇ 初任者研修の内容について、校長としてどのようなことに重点を置きたいですか。（2項目選択）













































　図 2 で示したように、95.1% の学校で、特別支援
教育の研修会が毎年行われている。しかし、図 1 で
示したように、「校長が指導性を発揮していく」と
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結果は良好なものとなってきている。
　児童数は 325 名（含：特別支援学級在籍 20 名）
であるが、毎年数名程度の減少傾向にある。本務教
員数 15 名（除：校長、教頭、養護教諭、産育休 3 名）、
常勤講師 1 名、臨時講師 2 名、非常勤講師 1 名である。
教員、講師の年齢構成は、50 歳代 6 名、40 歳代 4
名、30 歳代 4 名、20 歳代 5 名で、O 市の中では比
較的バランスのとれた年齢構成になっている。しか
し、2015 年の人事異動で、新採用教員が 3 名（その














級数が増加し、現在は 4 学級（情緒障害学級 2、病































2012 年度 2013 年度 2014 年度
国 語 A
A 校の平均正答率 80.6 70.9 80.5
全国平均との差 –1.0 　8.2 　7.6
国 語 B
A 校の平均正答率 52.2 57.5 68.7
全国平均との差 –3.4 　8.1 13.2
算 数 A
A 校の平均正答率 76.2 83.5 82.8
全国平均との差 　2.9 　6.3 　4.7
算 数 B
A 校の平均正答率 64.2 67.0 70.5
全国平均との差 　5.3 　8.6 12.3
表 1　近年の A校における全国学力学習状況調査結果の状況



















































































メンターには教職経験 7 年～ 9 年の教員 3 名、メン
ティを新任教員 2 名、臨時講師 2 名とし、授業参観
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